
第６学年国語科学習指導案 
 

日 時 平成１７年 ９月 ８日（木） ５校時 
場 所 第二音楽室 
児 童 ６年２組 男１９名 女１６名 計３５名 
指導者 千田 万里子 

 

１ 単元名  共に考えるために伝えよう 

教材名  みんなでつくる学校 

 

２ 単元設定の理由 

（１） 児童観 

６年２組の子どもたちには，課題をしっかり取り組もうとする子が多い。全体の場で自分の考えを発表することに抵

抗を感じている子どもが多くいたが，「話すこと・聞くこと」の学習をとおして，話すことに自信をもち積極的に話す子

どもが増えてきている。 

「話すこと」については，６年生の「学級討論会をしよう」の単元で，自分の考えをもち，説得力のある話し方をす

ることを学習した。肯定派・否定派の両方の立場に立って，結論を先に述べたり具体例を出したりして自分の考えを話

す力がついてきている。自分の主張を説得力のあるものにするために根拠をふまえたり，主張の最後に自分の思いを効

果的に伝えたりする力も徐々にではあるがついてきている。また，「１分間スピーチ」という，自分の身近な話題を具体

的に話す活動に日常的に取り組んでいる。活動を通して，話題を明確にして感じたことや思いを話すことができるよう

になってきている。事前テストの結果からも自分の思いを話すことができる児童が多いといえる。しかし，その内容を

見てみると，はじめ・中・終わりを意識して話を組立てたり，具体例や根拠を明らかにして話したりする力が不十分で

ある。「聞くこと」については，「聞くことのあいうえお」をもとに継続して指導してきた。「学級討論会をしよう」では，

相手の主張を受けて深めた自分の考えを発表する力がついてきている。しかし，相手の話を聞いてさらに詳しく聞く力

や相手の思いに共感しながら聞く力は十分についているとはいえない。 

「書くこと」については，６年生の「ガイドブックを作ろう」の単元で修学旅行ガイドブックを作成した。修学旅行

で訪れた場所について，読み手を意識して書く力がついた。しかし，書く内容を選んだり，全体の構成を工夫したりし

て書く力は十分に身についているとはいえない。 

 

 

（２） 教材観 

本単元の主な指導内容は，「話すこと」では，調べた情報をもとに組立てを考え，具体例を入れて，資料を示しながら

聞き手の反応を見て自分の提案を分かりやすく話すこと，「聞くこと」では，みんなの提案を聞き疑問点を明らかにする

こととその提案をよりよくするために自分の意見を伝えること，「書くこと」では，みんなからの意見を取り入れ自分の

提案を修正し，さらに分かりやくするために文章全体の組立てを考え，調べた事実と自分の意見を区別しながら提案文

書を書くことである。 

本教材では，「ユニバーサルデザイン」「自分たちの生活をよりよいものに」という考えから，最高学年としてこれま

での活動や学校生活を振り返り，自分たちの学校をよりよい学校にする提案を行う。「さらにすばらしい学校にしたい」

と思うことは最高学年として当然の思いであり，その思いがあるからこそこの活動に意欲的に取り組むことができる。

意欲的にこの活動に取り組むことで子どもたちは本単元で目標とする「話すこと・聞くこと」そして「書くこと」の力

を確実に身につけることができる。また，「これからの学校がどうあるべきか」ということを真剣に考えいろいろな提案

をすることにより，最高学年として委員会活動や行事の中心として先頭に立って活動してきた６年生の最高学年として

の自覚をこれまで以上に高めることができる。よりよい学校にするためにいろいろな提案をすることにより，母校への

愛校心がさらに強くなり，自分たちの提案で学校がさらによくなったという実感を持つことができる。以上のことから，

本教材は有効な教材であると考える。 



（３） 指導観 

「話すこと・聞くこと」「書くこと」の言語活動への関心・意欲・態度を高め，指導と評価の一体化を図り，本単元の

ねらいに迫るために，以下のことを指導の手立てとして位置づけた。 

①関心を喚起するために 

・ 最高学年としてよりよい学校をつくるという目的意識を明確に持たせる。 

・ 具体的提案を全校に，特に５年生，４年生，先生方に行うという相手意識を明確に持たせる。 

・ 単元全体の学習活動（提案内容を考える⇒調べる⇒学級に提案する⇒提案に意見を出す⇒学級の意見を取り入れ

提案文書を作る⇒全校に提案する）の流れを知らせ，学習の見通しを持たせる。 

②意欲を持続するために 

・ 〈提案のポイント〉を具体的に示し，そのポイントを常に意識し活動させる。 

・ 調べ学習の際には，提案内容が似ている子どもたちでグループを作り，これまで学習してきた調査方法からふさ

わしい方法を選ばせる。 

・ 参考資料を準備し，その参考資料をもとに発表原稿を作らせる。 

・ 原稿作り，発表練習そして話し合いの際には，提案内容と発表技術の優れた点を教師が認め，さらに子どもたち

同士で認め合うようにさせる。 

③態度を育成するために 

・ 〈提案のポイント〉を具体的に示し，そのポイントを常に意識し活動させる。 

・ 参考資料を準備し，その参考資料をもとに提案文書を作らせる。 

・ 提案文書を学級内で交流することにより，提案内容と記述の仕方の優れた点を教師が認め，さらに子どもたち同

士で認め合うようにさせる。 

・ でき上がった提案文書を校舎内に掲示したり，５年生，４年生，先生方に配布したりすることにより，達成感や

成就感を持たせる。 

・ 全校に提案したあと，その全校の反応を受けて，児童総会の場で提案するもの，先生方に提案するもの，６年生

としてできることに分け，さらに具体的に行動するという今後の見通しを持たせる。 

④指導と評価の一体化を図るために 

・ 毎時間の具体の評価規準をもとに，優れた活動を全体の場で称賛し，具体的参考例として全体に広める。 

・ 学習プリントや原稿などに目を通し，優れている点を評価し足りない部分を具体的に支援する。 

・ 具体の評価規準をもとに，達成できている部分と達成できていない部分を把握し，次時以降の補充指導や指導の

工夫に生かす。 

 

３ 単元の指導目標 

○ 「多くの人が使えるように」をきっかけに学校生活を見直し，よりよい学校にするために調べたことを交流し

て深まった考えをまとめ，これからの学校生活に生かそうとする。 

 

４ 単元の評価規準(B) 

関 心 
①学校生活を振り返り，よりよい学校生活にしていくことに興味を持ち，よりよい学校にす

るための提案を考えようとしている。 

意 欲 
②情報を進んで集め，その情報をもとに分かりやすい提案をしようとしている。友だちの提

案をよりよくするための質問や意見を出そうとしている。 

ア 国語へ

の関心・意

欲・態度 

態 度 
③話し合いで深まった考えを分かりやすく提案文書に書き，具体的な提案を全校に向けて発

信しようとしている。 

□1  
①自分の提案したい内容を考え，提案内容を具体的に調べることができる調査方法を選び詳

しく調べている。 

□2  
②調べたことを具体例や根拠として取り入れ，話の組立てや資料提示の仕方を工夫して提案

している。 

イ 話す・

聞く能力 

構 

成 

要 

素 
□3  

③友だちの提案を聞き，疑問点を明らかにしたり，その友だちの提案がよりよくなるような

意見を話したりしている。 

ウ 書く能力 
①文章の組立てを工夫したり，事実と意見を区別したりして，話し合いによって深まった自

分の考えを提案文書に書いている。 

エ 言語についての知

識・理解・技能 
①提案の話し方と提案文書の構成の仕方を理解している。 

 



５ 単元の指導計画（話す・聞く １０時間  書く ４時間  計 １４時間） 

時間 主な学習活動 具体の評価規準（B）と【評価方法】 指導の手立て 

第

１

時 

○教材文を読み，学習の見

通しを持つ。 

 

 

 

 

 

ア－①「自分たちのくらしをよりよい

ものにする」「よりよい学校にする」と

いう考えを理解し，これからの活動へ

の意欲を持とうとしている。 

【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

・ 「自分たちの生活をよりよくする」

という意味と「ユニバーサルデザイ

ン」という考えを具体的に考えさせ

る。 

・ 最終目標や，目的意識と相手意識を

確認させる。 
第

一

次 

第

２

時 

○学校をよりよくするた

めの提案を決める。 

 

 

 

 

 

ア－①みんなで考えたものを参考にし

ながら自分の提案を考えようとしてい

る。         【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

イ－①目的にふさわしい自分の提案を

決めている。     【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

・ 目的意識を明確に持ち，個人でイメ

ージマップを作り，それをもとに学

級全体でイメージマップを作るこ

とで考えを交流させる。 

・ みんなで考えたものを参考にして

自分の提案を考えさせる。 

第

３

時 

○自分の提案を具体的に

するための調べ学習の計

画を立てる。 

 

 

 

 

イ－①提案をより具体的にするため

に，その提案に有効な調査方法を選び，

調べ学習の計画を立てている。 

【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

・ 〈提案のポイント〉を具体的に理解

させる。 

・ 提案内容が似ている子どもを同じ

グループにする。グループの中に活

動の中心となる子どもを配置する。

・ 調べる方法を具体的に紹介して選

ぶ際の参考にさせる。 

第

４

時 

○調べ学習の計画に従い

調べ学習の準備をする。 

 

 

 

 

 

ア－②自分の提案に必要な情報を集め

るために，提案に応じた調べ学習の準

備をしようとしている。 【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

・ どんな情報が必要なのか，どのよう

にして情報を引き出すのかを自分

の提案をもとに考えさせる。 

・ 調べ学習のよりよい方法を詳しく

紹介し参考にさせる。 

第

二

次 

第

５

時 

○実際に調べ情報を集め

る。 

 

 

 

 

 

イ－①調べ学習の計画に従って，自分

の提案に必要な情報を集めている。 

【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

・ 前時に考えた計画や内容に無理や

無駄がないかどうか確認し，よりよ

い学習になるように具体的に指示

を出す。 

・ 調べ学習の様子を見て必要な情報

を集めることができるように具体

的に支援する。 

第

６

時 

○情報をもとに自分の考

えをまとめ，発表の準備を

する。 

 

 

 

 

イ－②調べたことを具体例や根拠とし

て取り入れ，話の組立てを考えた発表

原稿を作っている。  【活動の観察】

【発表原稿とメモの記述の把握】

 

エ－①提案の話の組立て方を理解して

いる。   【発表原稿の記述の把握】

・ 発表原稿の資料の具体例を何種類

か提示し，それを参考にして発表原

稿を作らせる。 

・ 〈提案のポイント〉を確認し発表原

稿を作らせる。 

・ 発表原稿の資料を数種類準備し説

明する。 

 

 

 

 

 

第

三

次 

 

 

 

 

 

 

 

第

７

時 

○提案の発表練習をする。 

 

（本時） 

 

 

 

 

 

ア－②話し方についてアドバイスをし

ようとしている。   【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

イ－②資料を見せるタイミングを考

え，聞く人の様子を確かめながら話し

ている。       【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

・ 〈提案のポイント〉を確かめてから

練習させる。 

・ ３人組で練習することで練習回数

を確保する。 

・ すぐれた発表を紹介し，具体的にそ

のよさを全体の場で確認して発表

練習に生かす。 



第

８

時 

○１回目の意見交換会を

行う。 

 

 

 

第

９

時 

○２回目の意見交換会を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

三

次 

第

10

時 

○３回目の意見交換会を

行う。 

 

 

 

 

ア－②友だちのアドバイスを取り入れ

分かりやすい提案をしようとしてい

る。友だちの提案がよりよくなるよう

に質問や意見を考えようとしている。

【活動の観察とビデオでの記録】

【学習プリントの記述把握】

 

イ－②提案の内容を，具体例を入れ，

根拠を明らかにし，資料を見せるタイ

ミングを考え，聞く人の様子を確かめ

ながら話している。 

【活動の観察とビデオでの記録】

 

イ－③友だちの提案を聞いて，疑問点

を明らかにしたり，その提案がさらに

よくなるような意見を話したりしてい

る。 【活動の観察とビデオでの記録】

【学習プリントの記述の把握】

・ 練習の時のよさを思い出し，アドバ

イスを受けて改善したことを確認

して自信を持たせる。 

・ 全体の話し合いの前に小グループ

の話し合いを入れることにより話

しやすい雰囲気を作る。 

 

・ 第７時の練習を生かして提案発表

をする。提案している途中に発表が

途切れたりする場合には具体的に

支援する。 

 

 

・ 提案内容の概要を事前に全体に知

らせて，疑問点や意見を事前に考え

させる。全体で話し合う前に小グル

ープで話し合うことで，さらにより

よい考えを持てるようにする。 

第

11

時 

○提案文書の書き方を知

り，意見交換会の結果をも

とに自分の考えをまとめ

る。 

 

 

 

ア－③提案文書の書き方を知り，これ

からの活動の見通しを持とうとしてい

る。         【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

エ－①提案文書の構成の仕方を理解し

ている。       【活動の観察】

【提案文書の記述】

・ 参考になる資料を準備し，提案文書

の具体像をつかませる。これからの

活動の見通しを具体的に伝える。 

 

・ 参考資料をもとに詳しい書き方を

つかませる。評価は次時以降の提案

文書を見て行う。 

第

12

時 

○提案文書を書く。 

 

 

 

 

 

 

ウ－①文章の組立てを考え，事実と意

見を分けて，話し合いによって深まっ

た自分の考えを提案文書に書いてい

る。       【提案文書の記述】

【活動の観察】

・ 〈提案のポイント〉の提案を簡潔に

一文にまとめること，前書きを考え

ること，提案理由を考えることを確

認し，参考例をもとにして書かせ

る。 

・ 優れた提案文書を紹介し，そのよさ

を全体に広める。 

第

13

時 

○提案文書を読み合い，ア

ドバイスをする。 

 

 

 

 

 

ア－③友だちの提案文書を読みよい点

とアドバイスを伝えようとしている。

【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

・ 友だちの提案のよいところを伝え

自信につなげる。 

・ 実際の提案文書と参考資料を比較

しながら足りない部分をアドバイ

スさせる。 

・ 優れた提案文書のよさと優れたア

ドバイスのよさを全体に広める。 

第

四

次 

第

14

時 

○アドバイスをもとに，よ

りよい提案になるよう加

筆修正する。 

 

 

 

 

ア－③これからの具体的行動を理解

し，今後の活動への意欲を持とうとし

ている。       【活動の観察】

【学習プリントの記述の把握】

ウ－①友だちのアドバイスを取り入れ

提案文書を修正している。 

【提案文書の記述】

・ これからの取り組みを分かりやす

く説明して見通しを持たせる。 

・ この活動で成長した力を個人と全

体で確認する。 

・ よいアドバイスとそのアドバイス

によって変わったよい提案の書き

方を全体に紹介する。 

 

 

６ 本時の指導 

（１） ねらい 

○ 資料を使いながら，調べたことや自分の考えを分かりやすく話すことができる。 

 



（２） 展開 

段

階 
学習内容と学習活動 ・指導上の工夫と評価 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５

分 

１． 提案するときのポイントを想起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 学習課題をつかむ。 

 

 

・目的意識：滝二小をさらによりよくするため 

・相手意識：全校に（学級に） 

 

 

・  

・  

・  

・  

・  

 

・ ＜提案のポイント＞をもとに，聞き手に分かりやすい提

案の仕方について想起させる。 

・ 最終的な目標は，全校に自分の考えを提案し，学校生活

に生かしていくことであることを確認して本時の意欲を

高める。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

分 

３． 提案を分かりやすく発表するために大切な今

日のポイントがその二からその七であること

を確認する。 

 

４． １回目の発表練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． よい提案の発表を紹介し，目指す提案の仕方

を全体で確認する。 

 

 

６． ２回目の発表練習をする。 

 

 

 

 

 

 

・目指す提案の仕方が明確になるように確認する。 

・ 本時では，＜提案のポイント＞のその六とその七を重点

化して練習する。どちらかを選んで練習したり，アドバ

イスをしたりすることを確認する。 

・ ３人組になり，役割を交代しながら練習をする。 

・ 話し手は自分が気をつける＜提案のポイント＞を聞き手

に伝えてから発表練習をする。 

・ 聞き手は＜提案のポイント＞その六またはその七に沿っ

て評価し，それを話し手に伝える。評価したことをもと

に発表資料の下にある評価欄にシールを貼る。また，＜

提案のポイント＞その二からその五をもとに，伝えたい

内容が分かりやすいかどうかアドバイスをする。 

   評価ア―②    評価イ―② 

・ １回目の発表練習を見て，２回目に学級全体として高め

たい＜提案のポイント＞がしっかりできている子どもの

発表を紹介することで，どのような発表がよいか具体的

に確認する。 

・ ２回目の練習では，１回目の発表練習とアドバイスをも

とに，個人で＜提案のポイント＞からめあてを設定し，

発表練習をすることを確認する。 

・ １回目と同じ方法で練習する。 

・ 聞き手は１回目と同じように評価したり，アドバイスを

したりする。 

   評価ア―②    評価イ―② 

ま

と

め 

５

分 

７． 学習を振り返る。 

 

 

８． 次時の見通しをもつ。 

・ 発表練習でできたことを挙手で振り返る。 

・ 本時のめあてに対しての振り返りを書き，それを発表し

合うことで本時の学習に対しての成就感を持たせる。 

 

話し手：分かりやすい提案になるように練習をしよう。 
聞き手：分かりやすい提案になるようにアドバイスをしよう。

＜提案のポイント＞ 
その一 はじめ・中・終わりを意識する       その二 出だしを工夫する 
その三 具体例を入れる              その四 根拠を明らかにする 
その五 結論が分かるようにする          その六 資料を見せるタイミングを考えて話す

その七 聞く人を見ながら話す（様子を確かめながら）その八 前書きを工夫して書く 
その九 提案を短く書く              その十 提案理由に具体例や根拠を入れて書く



（３） 評価と支援 

【観点】 【具体の評価規準】 【評価に応じた支援】 

ア―② Ａ 友だちの話す内容のよさに気付き、アドバイス

をしようとしている。 

Ｂ 話し方についてアドバイスをしようとしてい

る。 

Ａ アドバイスのよかったところを具体的にほ

める。 

Ｃ  

Ⅰ＜提案のポイント＞をもとに，話し手のよい

点を確認する。 

Ⅱ友だちのアドバイスを参考にする。 

 Ⅲよいアドバイスを全体で確認する。 

イ―② Ａ 友だちのアドバイスをもとに，提案の内容を工

夫して，自分の提案が伝わるように分かりやす

く話している。 

Ｂ 資料を見せるタイミングを考え，聞く人の様子

を確かめながら話している。  

 

Ａ よいモデルとして広め，具体的にほめる。 

Ｃ  

Ⅰ＜提案のポイント＞を，練習のときに確認す

る。 

 Ⅱよい発表のモデルを広める。 

Ⅲモデルをもとに，具体的にアドバイスをす

る。 

 

 

（４） 板書計画 

 

 

 

み
ん
な
で
つ
く
る
学
校 

 
 

 
   
 
 
 

○
目
的
：
滝
二
小
を
さ
ら
に
よ
り
よ
く
す
る
た
め 

 
 
 
 

○
相
手
：
全
校
に
（
学
級
に
） 

 

話
し
手
：
分
か
り
や
す
い
発
表
に
な
る
よ
う
に
練
習
を
し
よ
う
。 

聞
き
手
：
分
か
り
や
す
い
提
案
に
な
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
よ
う
。

 

〈
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
〉 

そ
の
一 

は
じ
め
・
中
・
終
わ
り
を
意
識
す
る 

そ
の
二 

出
だ
し
を
工
夫
す
る 

そ
の
三 

具
体
例
を
入
れ
る 

そ
の
四 

根
拠
を
明
ら
か
に
す
る 

そ
の
五 

結
論
が
分
か
る
よ
う
に
す
る 

そ
の
六 

資
料
を
見
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
話
す 

そ
の
七 

聞
く
人
を
見
な
が
ら
話
す
（
様
子
を
確
か
め
な
が
ら
）

そ
の
八 

前
書
き
を
工
夫
し
て
書
く 

そ
の
九 

提
案
を
短
く
書
く 

そ
の
十 

提
案
理
由
に
具
体
例
や
根
拠
を
入
れ
て
書
く 

話
し
手 

 

① 

一
人
目
の
発
表
。 

② 

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

③ 

二
人
目
の
発
表
。 

④ 

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

⑤ 

三
人
目
の
発
表
。 

⑥ 

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

聞
き
手 

① 

発
表
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
メ
モ
す
る
。

② 

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
評
価
シ
ー
ル
を
は
る
。

③ 

発
表
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
メ
モ
す
る
。

④ 

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
評
価
シ
ー
ル
を
は
る
。

⑤ 

発
表
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
メ
モ
す
る
。

⑥ 

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
評
価
シ
ー
ル
を
は
る
。

⑦
自
分
の
発
表
を
学
習
プ
リ
ン
ト
で
ふ
り
返
る
。
早
く
終
わ
っ
た
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
個
人
で
練
習
を
す
る
。 

発
表
練
習
の
仕
方 


